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グラフより，2 人の間の距離に注目すると上のような状

況図になります。花子が         ，太郎が        で，それぞ

れ荷物の個数の分だけ速さは遅くなります。はじめに花

子が持っている荷物の個数を     とすると，

　3366÷33＝102 m/分 … 太＋花－ 
　1080÷10＝108 m/分 … 太＋花－ 
差に注目すると，108－102＝6 m/分 … 
    ＝6×2＝12 m/分 なので，荷物は全部で 12 個です。

（2）

また，1080÷36＝30 m/分 … 太－花

　　　102＋12＝114 m/分 … 太＋花

和差算の計算をすると，太郎の速さは

（114＋30）÷2＝72 m/分です。（花子は 72－30＝42 m/分）
　残り 6 個の荷物を受け取った太郎は 72－6＝66 m/分で
72×10＝720 m 進むので，ア＝720÷66＝10      分，

花子は A まで 3366－720＝2646 m を進むので，

イ＝2646÷42＝63 分です。グラフの       にあてはまる

値は 79＋10     ＝89     （分）と，79＋63＝142（分）です。
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　右のように，123からは3本，

455 からは 2 本の線を結ぶの

で，全部で 5 本です。

　1 桁の数から結ぶことので

きる線の本数を考えます。下のように，1 の場合は 1□，

□1，11に分かれ，1□の□には0から9の1以外の9通り，

□1 の□には 1 から 9 の 1 以外の 8 通りで，9＋8＋1＝
18 本，同じように 2，3，…，9 もそれぞれ 18 本ずつな
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ので，全部で 18×9＝162 本です。

　2 桁の数は次の 3 つのパターン

に分かれます。

 A0 タイプ  10，20，… など

 AA タイプ  11，22，… など

 AB タイプ  12，13，… ，98 など

結ばれる 3 桁の数については右の

ようになります。10 から 99 まで

の 90 個の 2 桁の数からはどれも

3 桁の数と 27 本ずつの線を結ぶ

ので全部で 27×90＝2430 本です。
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　（2）（3）を解く上で（1）の図形ももとになっています。正方形 ABCD を図 a のように移動させると，☆印の小さな正

方形 13 個分になり，☆の面積は 3×3÷13＝     cm2 です。（1）の斜線部分の面積は 1×3×2－      ＝      cm2 です。

　図 b のように一辺が 3 cm の正方形の中にできる図形として考えます。（1）の答えから☆を 4 つ取りのぞくとよいの

で，（2）の斜線部分の面積は      －     ×4＝      cm2 になります。

　点 Q のまわりに 90 度回転させると右図のようになり，斜線部分が重なる部

分です。図 c はその一部分を表し，（2）で求めた図形と重ねます。平行四辺形と

直角三角形 2 つ分なので，1×3＋1×     ×     ×2＝3＋     ＝     cm2 です。求め

る答えは     －     ＝       －     ＝      cm2 になります。
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（次のページに続く）

図 1 のように，点 I と点 J を結んだ直線を 1：2 に分けた点を P とします。面 ABFE や面 DCGH と平行な面の上に

点Kと点Pがあります。点K，Pのある平面を面ABFEの方向から見た図を用いて考えます。長さは図2のようになり，

P と K を結ぶ直線は傾き 45 度の正方形の対角線にあたるものだと分かります。この線を立方体の切り口を作図す

る際に利用すると，立方体を切断した様子は図 3 のようになり，これは三角すい大から，三角すい小２個と三角す

い中を取りのぞいた立体です。

　三角すい大，中，小の相似比は 7：4：1 なので，体積比は 73：43：13＝343：64：1 になります。

Hを含む立体の体積は三角すい小の343－64－1×2＝277倍なので，体積は2×1×     ×1×     ×277＝       cm3です。

　切り口の様子は図 4 のようになります。 相似比が 7：4：1 なので，面積比は 72：42：12＝ 49：16：1 になります。

切り口の面積は 49 － 16 －  1 ×2＝ 31 , 三角形 IJK は  31 －（ 2 ＋ 5 ＋ 8 ）＝ 16 です。よって，切り口の面積は三

角形 IJK の 31÷16＝      倍になります。
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図 1 のように，点 I と点 J を結んだ直線を 1：2 に分けた点を P とします。面 ABFE や面 DCGH と平行な面の上に

点Kと点Pがあります。点K，Pのある平面を面ABFEの方向から見た図を用いて考えます。長さは図2のようになり，

P と K を結ぶ直線は傾き 45 度の正方形の対角線にあたるものだと分かります。この線を立方体の切り口を作図す

る際に利用すると，立方体を切断した様子は図 3 のようになり，これは三角すい大から，三角すい小２個と三角す

い中を取りのぞいた立体です。

　三角すい大，中，小の相似比は 7：4：1 なので，体積比は 73：43：13＝343：64：1 になります。

Hを含む立体の体積は三角すい小の343－64－1×2＝277倍なので，体積は2×1×     ×1×     ×277＝       cm3です。

　切り口の様子は図 4 のようになります。 相似比が 7：4：1 なので，面積比は 72：42：12＝ 49：16：1 になります。

切り口の面積は 49 － 16 －  1 ×2＝ 31 , 三角形 IJK は  31 －（ 2 ＋ 5 ＋ 8 ）＝ 16 です。よって，切り口の面積は三

角形 IJK の 31÷16＝      倍になります。

1
3

1
2

277
3

31
16

（2）

（1）

A

J

K

C
D1cm

5cm

2cm

2cm

2cm

4cm

4cm
I

E

F

G
H

P

B
A

J

K

C
D

1cm
1cm

三角すい小

三角すい小

三角すい大

三角すい中

5cm

5cm
2cm

2cm

1cm

2cm

1cm4cm

4cm8cm

I

E

F

G
H

BJ

I

K

P
4
3 cm

16
3 cm

16
3 cm

2
3 cm

2
3 cm

1
3 cm

J

K
4

2 1

I 全体

11

2

4

5

1
16

16

49

8
5

1

1

2

図 3
図 4

図 1 図 2

　右のようになります。ア，イ，

ウ，エは 7，2，0，7 か 7，2，9，7
のどちらかが答えです。

　右のようになります。オ，カ

キ，ク，ケ，コは 2，0，0，0，2，1
になります。ここで，2 桁の数

の十の位と一の位の数の和は 0 にならないので，0 の上

2 つは必ずどちらも 0 が並ぶことが分かります。

　A，B，C，D に並ぶ 0 の個数に分けて考えていきます。

0 が 4 個のとき　上段すべて 0 で作ることができる（①）。

0 が 3 個のとき　②の場合は作ることができる。③のよ

うに B 以外が 0 のとき，シ，スの位置で矛盾します。B
にあてはまる数は 1 から 9 の 9 通りで，③は左右対称の

ものもあるので（C 以外が 0 のとき），9×2＝18 通り。

0 が 2 個のとき　0 の位置に注目して④⑤⑥⑦の４つの

タイプがあり，④と⑥は作ることができます。

⑤はス，セで矛盾します。A が 9 通り，C が 9 通りで左

右対称のものもあるので，9×9×2＝162 通りです。

⑦は BC が異なる数のときに，スで矛盾し作ることがで

きません。9×8＝72 通りあります。
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？？C 0
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0 ？B 0 0
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D
0 が 1 個のとき　⑧⑨の 2 つの

タイプでどちらも？の数を調整

すると作ることができます。

0 が 0 個のとき　すべて作ることができます。

よって，上段をどのように入れても得られない A，B，

C，D の組み合わせは 18＋162＋72＝252 個あります。
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